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加熱式加湿器 

SHM-4L 

取扱説明書 



•このたびは、お買い上げいたださまことにありびとうございます。 
•この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。 

•ご使用の前に「安全上のご注意」を必ずお読み<ださい。 

•この取扱説明書はお使いになるちがいつでち見ることびでさる 
よう大切に保管してください。 


























省全上のご注意 


ご使用になる前に、この r ま全上のごま意 J をよくお読みのうえ正しくお使いくだ 
さい。ここに示したま意事項は、お使いになる方や他の人々への危害や損害を 
未然に防止するためのもので、「警告 J 「注意 J の 2 つに分けて説明しています。 
いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。 


—— A 警告- 

誤った取り扱いをすると、人が 
死 t または重傷を負う可能性び 
想定される内容を示していまず。 


— A 江思- 

誤った取り扱いをすると、人び 
けびをしたり、物的損害の発生び 
想定される内容を示していまず。 


^-図 5 C 5 の思味- 、 

(\) してはい甘ない「禁止」内容です。 か しなければならない「強制」内容です。 

V_ ノ 


A 警告 


0 

禁止 

•改造は しない。 

また、修理巧術者仪外の人は、分解•修理をしない。 

異常動作して、けびや発乂の原因になります。 

※修理はお買い上げの販売店またはアイリスコールにご相談ください。 

•電源 コードや差込プラグを傷つけたり、無理に巧ばたり、無理に引っ張ったり、 
ねじったり、束ねたり、重いものを載せたり、挟み込んだりしない。 

破損し、火災•感電の原因になります。 

•電源 コードや差込プラグが傷んだり、コンセントの差込がゆるいときは使用 
しない。差込プラグとコンセントの間にホコリや水分を付着させない。 

感電-ショート-発火の原因になります。 

•交流 100 vm 外での使用や、コンセント-配線器具の定格を超える使い方は 
しない。 

異常発熱して、発火や火災の原因になります。 

•幼 巧や身体の不自由な方やぺットの近くで使用しない。 

誤って高温部に触れたり、転倒させ熱湯びこぼれてやけどをする原因になります。 

参 水槽内や蒸気吹出口か5直接給水しない。 

故障の原因になります。 
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A 警告 


§ 

•蒸気 吹出カバー-霧化室ダクトなどをはずしたまま使用しない。 

プラスチック部分び変形したり、床をめらしたり、熱湯び飛び散りやけどや故障の原因に 
なります。 

•濡れた 手で差込プラグを抜き差ししない。お手入れの際は、必ず差込プラグを 
コンセントか5抜く。 

不意に作動して、けびをしたり感電の原因になります。 

•本体 や電源コード、差込プラグを水に浸けたり、水洗いしない。 

感電-ショート-火災-故障の原因になります。 

•開 □部やすき間に、ピンや針金などの金属物などの異物を入れない。 

感電や異常動作してけびをする原因になります。 

•本体 内部のお手入れに塩素系、酸性タイプの洗ミき剤を使用しない。 

洗剤から有毒ガスび発生し、健康を喜することびあります。 

•運転 中に蒸気吹出□にさわったり、顔などを近づけない。 

やけどの原因になります。 

•使用 中や使用直後に、持ち運んだりお手入れをしない。 

熱湯びこぼれ、やけどの原因になります。お手入れの際は、本体び；令えてから行なって 
<ださい。 

•就寝 中は使用しない。 

加湿のしすざで、床や寝具をめらす原因になります。 

•マグネ ットプラグ、マグネットプラグ受に金属物などを付着させない。 

ショートして、火災•感電の原因になります。 

•幼児に マグネットプラグや差込プラグをなめさせない。 

感電やけび、やけどの原因になります。 

•電気製品 や精密機器（パソコン）などの近<では使用しない。 

電気製品び加湿によって湿気をおびたり、転倒によって浸水すると感電-故障-発火の 
原因になります。 

o 

必ず実施 

•お 手入れや点検、移動の際は、必ず差込プラグをコンセントか5抜く。 

感電やけびの原因になります。 

•差込 プラグのほこりは定期的にとる。 

ほこりびたまると、湿気などで絶縁不良になり、火災•感電の原因になります。 

•差込 プラグは根元まで確実に差し込む。 

感電や発熱による火災の原因になります。 
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o 

必ず実施 

•定格 1曰 AliLb のコンセントを単独で使う。 

他の器具と併用すると、コンセント部び発熱して火災の原因になります。 

•使用 中に本体に異常があったり、差込プラグや電源コードが異常に熱くなる 
ときは、直ちに使用を中止ずる。 

感電や火災の原因になります。 

•排水ず るときは、水タンク、蒸気吹出カバー、安全カバー、霧化室ダクト、 

蒸発皿カバーを取り出して、排水方向か5排水する。 

排水ち向を間違えると、本体内部の電子部品に水び入り、火災•感電-ショートの原因に 
なります。 

•水 タンクの水は毎日新しく入れ替える。 

水を入れ替えないで長期間使用すると、雑菌やカビなどび繁殖し、異臭の原因になります。 
体質によっては、過敏に反応し、健康を害する原因になります。 

•カル 丰フィルターを取り扱うときは、本体が十分に;令めてか5おこなう。 

熱湯に触れ、やけどの原因になります。 

•同 じ場所で長期間ご使用の場合は、製品下部や巧を時々清掃する。 

水びこぼれたまま放置した場合、床を腐食するおそれびあります。 




•浴室な ど湿気の多い、水のかかる場所で使わない。 

火災•感電-故障の原因になります。 


♦運転 中、蒸気吹出□をふさがない。 

紙や布などで店^さぐと、変形や故障の原因になります。 

0 

•熱に 弱い敷物や家具-テーブル-電気製品の上では使用しない。 

本体底部の熱により変色したり、変形-故障の原因になります。 

•ベンジン やシンナーで拭いたり、殺虫剤をかけない。 

ひび割れや感電-火災の原因になります。 

禁止 

•可 1燃性のものや乂のついたタバコや線香などを近づけない。 

発火する場合びあります。 


•本 製品は室内用の加湿器です。他の用途や屋外で使用しない。 

漏電•火災•感電-やけどなどの原因になります。 


•本 製品は一般家庭用でず。絶巧に業務用に使用しない。 

本製品に無理な負担びかかり、乂災-事故-故障の原因になります。 


4 





















§ 

•食用油な ど油成分の浮遊している場所で使用しない。 

ひび割れ-落下によるけびの原因になります。 

•専用の 電源コード外を使用したり、他の機器に使用しない。 

発乂や故障の原因になります。 

•水 タンクの取っ手を持って振り回さない。 

取っ手び破損し、けびの原因になります。 

•水 タンク内には、水道水 m 外(アルカリイオン水など）は入れない。 

故障の原因になります。 

•水の 無いときや本体を倒した状態では絶巧に使用しない。 

やけどや故障の原因になります。 

•加湿器の 蒸気び直接、家具、壁、天井、電気製品、カーテンなどに当る 
ところには置かない。 

家具などにシ S や変形び生じ、電気製品は故障の原因になります。 

•直射日光の 当たるところや暖房器具の上や近くに置かない。 

また、寒い場所か5急に暖かい場所に移動して使用しない。 

タンク内の空気び膨張し、水びあ而れたり、プラスチック部分び変形、変色することびあります。 

•運転 中に水タンクを外さない。 

水び飛び散る恐れびあります。 

•湿度の 高い(70%必上）ところでは使用しない。 

家具や床を湿らせたりめらす原因になります。 

夕 

必ず夫施 

•差込 プラグ、マグネットプラグを抜くときは、電源コードを持たずに、必ず 
先端の差込プラグ、マグネットプラグを持って引き抜く。 

感電やシヨートして発乂することびあります。 

•寒冷地な どで凍結のおそれのあるときは、水タンクと水槽内の水を捨てる。 

水タンクび割れたり、故障の原因になります。 

• お手入れはこまめに行なう。 

蒸発皿に炭酸カルシウム等(白い粉状の物質)などび付着したまま使用を続けると、 

機能び正常に働かなくなったり、故障の原因になります。 

•移動 や持ち運びのときは、本体の底を持つ。 

落下し、故障の原因になります。また、引さずって移動などを行なうと、床や畳などに 
傷をつける原因になります。 

•長時間 使用しないときは、必ず差込プラグをコンセントか5抜いて排水ずる。 

絶縁劣化による感電や漏電により火災-やけど-けびの原因になります。 
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加湿のしくみについて 

この加湿器はヒーター加熱式ですので、水蒸気は 
操作ダイヤルを回してから約3〜己分後に出始めます。 

※水び加熱されますと、 

"ボコボコ"と音びしますび、 
異常ではありません。 


••• 水蒸気 ••• 

• •• « •• • 





設置場所について 


J 


下を参考にして、設置する場所を決めてください。 

垂ま定 した水平な台の上に置く 

♦周囲と の距離を十分あける 

本体の誤動作および加湿による 
壁.家具などの変形やシ^防止の 
ためち図のように周囲との距離を 
十分にとってください。 



A \ 注意 

次のような場所には設置しないでください。 

•直射 曰光の当たるところや暖房器具の上や 
近くに置かない。また、寒い場所から急に 
暖かい場所に移動して使用しない 0 
タンク内の空気び膨張し、水びあ/れたり、 
プラスチック部分び変形、変色することび 
あ0ます。 

•蒸気 吹出□をカーテンなどで/:^^さぐ場所。 
故障の原因になります。 
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ロロ p のなまス 


■本体 ア□マトレー 



■付属品 

カルキフィルター（消耗品) 
(交換用1枚） 































































^ ご使用前の準備 

水タンクに水を入れる 

1 本体から水タンクをはずず 




么 キャップをはずす 
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3 水タンクに水を入れる 


給水ラインを超えないように水を 
入れてください。 

夺ヤップをしめる時、水びあ而れます。 



A \ ま意 

必ず水道水（飲用）を入れてください。 

•一般に 水道水は塩素殺菌処理されており、雑菌び繁殖しにくいためです。 

•水 タンクの水は毎日新しい水道水と入れかえ、本体内部は常に清潔に保つよう 
定期的にお手入れしてください。 

お手入れをせずに使い続けると、カビや雑菌び繁殖し、悪臭の原因になります。 
体質によっては、過敏に反応し、健康を害する原因になります。 

仪下のような水は水タンクに入れないでください。 

•浄水器の 水、アルカリイオン水、^ネラルウオーター、井戸水などはカビや雑菌 
び繁殖しやすくなります。また、ヒーターび故障するおそれびあります。 

•40で1；| 上のお湯やア□マオイル、水溶性のア□マ液、化学薬品、巧れた水、芳香剤、 
洗剤を入れた水などは、製品の変形-故障の原因になります。 



4 キャップを閉め、本体にセットずる 


この時、水タンク内の水び本体の水槽に 
流れ込んでいるかを、一度水タンクを 
持ち上げて確認します。 


/!\注意 

•水 タンクをセツトした後で何度も持ち 
上げる事はしないでください。 

水槽内に水びあ而れる原因になります。 
参 水槽へ直接給水をしないでください。 
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差込プラグをコンセントに差し込む 


参 電源コードを束ねたまま使用しないで 
C 壬ち \た■ごし、 

^，一成 •差込み プラグを家庭用]ンセント （1 日 0 V ) 
に根元まで確実に差込んでください。 



3 操作ダイヤルを入にずる 


操作ダイヤルを入にすると電源ランプ(緑)び点なして 
約3〜5分後に蒸気吹出□から水蒸気び出ます0 

へ 使用中や使用直後は蒸気吹出□などの高 

/?\警告 温部に触れない。手や顔を近づけない。 
やけどの原因になります。 


操作ダイヤル 





【電源 OFF 】 

切 • 給水ランプ消な 


情源 ON 】 

切ランプ(緑)点の 


I 給水ランプ(赤）について 


【給水 j 

切ランプ(緑)点好 
給水ランプ(赤)点な 


水タンクの水びなくなると、給水ランプ(ホ)び点灯し、自動的に加湿を停止します。 
続けてご使用になる場合は、電源 OFF にしてから、水タンクに水を補給して運転を 
再開してください。 

※このとさ、本体の中には熱湯び少し残っていますので、横に倒したり傾けたりしないでください C 
熱湯び出てやけどの原因になります。 


運乾ずる 


。- 

すた 

まし 。 

り用す 

な使ま 

にを。り 

因外いな 

原なに 

のドし因 

卜-巧原 

プやを。 - n 使の 

トミグく m 源に障 

ツゴラ除シ電器故 

ネにプり•の機や 

グけ込取電用の火 

マ受差に感専他発 


意 

ま 

<3 


グら前 
ラたむ 
プい込 

卜てし 

ッし差 

ネ着に 

グ付卜 

マびン 

や物セ 

グ属ン 

ラ金 n 
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\ ィ旱止 9 w 

^操作ダィャルを回し、電源をに FF 】 にずる(全てのランプび消口します) 


^ 差し込みプラグをコンセントか5抜く 


A \ 注意 


•長時間 使用しないときや使用時じ(外は、差込プラグをコンセントから 
抜いて、排水してください。 

•寒冷地な どで凍結のおそれのあるときは、水タンクと水槽内の水を 
捨ててください。 


ア□マト レーの 使い方 

※ア□マオイルは市販品をお買い求めください。 


A \ ま意 


ア□マト レー 


参ア □マオイルび本体内、水タンクに 
こぼれないように注意して < ださい。 

•水 タンクに直接ア□マオイルを入れたり、 
蒸気吹出□に直接ミ主ぐことは絶対にしない 
で < ださい。 

製品の変形やお湯ちれなどの原因になります。 


①蒸気吹出カバーをはずす 

ア□マオイルを入れるとさは、必ず蒸気吹出 
カバーを本体からはずして行ってください。 
使用中にオイルを追加するときは、必ず本体 
の電源を切り、蒸気吹出カバーび完全にさめ 
ている事を確認した後に、蒸気吹出カバーを 
はずしてください。 



⑨ア□マオイルをア□マトレーに入れる 

ア□マオイルはトレーの半分！; I 下でご使用 
<ださい。 

※ア□マトレーに水滴び入るなどして、トレー 
内のア□マオイルの水位び半分上になった 
場合には、すみやかにオイルを捨て、オイル 
水位び半分1^(下の状態を保ってご使用くださぃ。 
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お手入れと保管 


A 警告 

•お 手入れの際は必ず差込プラグをコンセント 
から抜く。 

感電やけびの原因になります。 

•お 手入れに塩素系-酸性タイプの洗剤は 
使用しない。 

洗剤から有毒ガスび発生する原因になります。 
•使用 中や使用直後はお手入れはしない。 
やけど-感電-けがの原因になります。 


/!\注意 

参 本体に水をかけない。 

感電-けび-故障の原因になります。 
参 アルコール.シンナ ー• ベンジン. 
みびさ粉などは使用しない。 

製品を傷めることびあります。 

•化学 ぞうさんを使用する際は、その 
注意書さに従ってください。 


■水 タンク 毎日 


水タンクに少量の水を入れ、キャップを 
閉めて、タンクを軽く振り洗いし、排水ずる 

汚れび落ちにくいとさは、薄めた台所用 
合成洗剤を使用してください。 

※洗剤び残らないようしっかりすすいで 
<ださい。 

また、月1回程度水タンクの中を柔らかい 
巧を巻き付けた割ばしなどで拭き取る 




■本体の お手入れ 1力月に1回程度 


•水 またはめるま湯 （40 むじ(下）に浸した柔らかい布をよくしぼって拭き取ってください。 
•ちれび 落ちにくいときは、薄めた台所用合成洗剤に浸した柔らかい布で巧れを拭いた後、 
洗剤び残らないように固くしぼった柔らかい布で拭さ取ってください。 


安全カバーの取り外し方 


1 水タンクをはずず 






水タンク 


安全 カバー 
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ク 本体内部のスライドレバーを引きなびら、ま全カバーの勘合穴からはずす 


安全カバーを取り付けの際は、スライド 
レバーを引さなびら、安全カバーを本体 
にセットし、勘合穴にスライドレバーを 
挿入します。 



■本体 内部 • カルキフィルターのお手入れ I 週1〜2回程度 

水質により巧れび多い場合は、こまめにお手入れをしてください。 

1 カルキフィルターは流水で洗ってミちれを落とす 

水道水に含まれているカルシウム等（白い粉状の物質）がフィルターに付着するので、 
流水で流いこまめに取り除いてください。フィルターび硬くなったり、変色したりします。 


2 蒸発皿に残った水を排水方向(下図矢巧方向）に排水ずる 


A 警告 

排水するとさは、蒸気吹出カバー、 
安全カバー、霧化室ダクト、蒸発皿 
カバー、カル夺フィルターを取り出 
して、排水方向から排水する。 



3 蒸発皿、水槽、水槽周辺の水アカを水に浸した柔らかい布で拭き取る 

•蒸発皿の 巧れび落ちにくい場合は、使いちしの歯ブラシを使用して、取り除いてください。 
•金属製の ブラシなどでこすると、蒸発皿に傷が付さ、故障の原因となりますので、使用し 
ないで < ださい。 

•水量 センサーの周りのゴミは綿棒等を使って取り除しでください。ゴミび付着すると水量 
センサーび正常に動作しない場合びあります。 

4 蒸発皿カバー、霧化室ダクト、ま全カバー、蒸気吹出カバーをか洗いずる 

水アカは水に浸した柔らかし巧で拭き取ってください。 

保管のしかた 


•お 手入れのあと、各部の水分をよく拭さ取り、陰干しして十分乾燥させてください。 

湿ったまま保管すると、カビの発生や故障の原因となります。 

•お買い上げ 時の箱に入れるか、ポ U 袋などで包み、湿気の少ない所に保管してください。 
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故障かな？と思った 5 


使用中に異常び生じた場合は、修理を依頼される前に本書をよ<お読みのうえ、下記の点 
を確認してください。それでも解決でさないとさは、ご購入の販売店、またはアイ IJ スコ 
ールまでお問い合わせください。 

ご自分での分解、修理、改造はおやめください。 




加湿しない 


'加湿ランプび 
点!打していな 
、い 


) 



華え5れる原因 


•差込プラグ、マグネットプラグび 
抜けている 

参水タンクの水びなくなっている 
参操作ダイヤルを回していない 

参水タンクの中の水び少なくなって 
いる 

♦本体と水タンクびしっかりセット 
されていない 

•周囲の温度-湿度などの条件に 
より見えにくくなっている 


参差込プラグはコンセントに、マグネット 
プラグはマグネットプラグ受けにしっかり 
差し込んでください。 

参水タンクに給水してください。 

•操作ダイヤルを回して運転してください。 


>水タンク【こ給水してください。 

>水タンクを本体にしっかりセツトして 
<ださい。 

W 柔作ダイヤルを回して、約3〜已分後に吹 
出□に鏡をあててみてください。鏡びくち 
れば蒸気び出ています。 


仕様 


品 番 

SHM-4L ' 

電 源 

AC100V 己 0/60HZ 

定格消費電力 

330W 

加湿量^ J 

約 40 CM/h 

加湿時間 

約 10 時間 

適用床面積 

木造和室：約7畳' フレハブ洋室：約11畳※思質思ミ Si! です。 

水タンク容量 

4.0 e 

コード長 

1 .5 m 

製品サイズ 

幅 230mmx 奥行 230mnnx 高さ 2S0mm (電源コード含まず） 

製品重量 

約 1.6kg (水無し） 

電気代^ 2 

] 時間当た0約7.3円 

安全装置 

V 

空焚さ防止機能（給水ランプ点の時、ヒーター OFF) 

温度ヒューズ*電流ヒューズ 

サーモスタット（温度過昇防止装置） ^ 


加湿量は、室温20で、湿度約50%の場合の目安です。 

《2電気代は、 Ikw / h あたり22円を目安に計算した場合です。 

製品の加湿能力は、部屋の温度•湿度、部屋の構造•材質、使用されている暖房器具などの影響で変化します。 
ご使用される条件によっては、表示値に対して差異び生じることびあります。 

《製品の仕様は予告なく変更することびあります。 
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J\ U 乂ノ广 \ ィイ f 术王 I ァィリスコ-ル I 受付時間 9:00 〜 17:00 

干 980-8510 仙台市青葉区五橋 2 Tg 12香1号〇! 〇〇■つ 11 -^AA 

ホ—ムぺ—ジ http :// www . irisohyama . co . jp / W I 乂 w 011 304 

http://www.iris-kurashi.com/ | 


暮らしに便利なお役立ち情報サイトはこちら 


P0 30812 -MEN 







お客様各位 


このたびはお買い上げいただき 
ありがとうございました。 


〔 加熱式加湿器 SHM -4 L 1 


使用上のごま意 


1. 界面活性剤の入っているア□マ液の使用 
や、台所用合成洗剤を使用してのカル夺 
フイルターの洗浄は、絶巧にしないでく 
ださい。泡が吹き出して水漏れや変おの 
原因になりまず。 


2. ア□マオイルを水タンクや水槽、蒸気吹 
出□には絶あ[に入れないでください。 
必ずア□マトレーに入れてください。 

水漏れや変形の原因になりまず。 

蒸気吹出□などに垂れた場合は、水洗い 
をしてか5ご使用ください。 


アイ U スス■ヤマ株巧舍社 

干 980-8510 仙台市青葉区五橋2 T 目12番1号 
ホームページ http://www.irisohyama.co.ip/ 


お問い合わせはお気軽にアイリスコールに 

L ァィリスコ与口受付時間9:00〜17:00 


0120 - 311-564 


P0 20812 -LXD 









